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握　　手

点　　鐘 谷口　善一　会　長

開会宣言 石王　亨　ＳＡＡ
ロータリーソング 我等の生業

4月20日（水）会員卓話　12:30～（会員増強）

4月27日（水）　特別休会日

谷口善一　ありがたい雨が降っています。 5月  4日（水）　祝日休会日

向平敏孝　今月もよろしくお願いします。

（理事会）

第８２７回

2011年4月13日

5月10日（火）帯広北・帯広東・音更3クラブ合同例会

皆さん、こんにちは。今日も震災の話になるんですが、皆

さん方には大変ご協力いただきまして、多額の義援金が集ま

りました。後ほど幹事から詳しい説明があると思いますが、

早速、会計から2500地区にお金を振り込んでいただきまし

た。本当にありがとうございました。 今まで、震災で自粛

ムード一色でしたが、元気でなければ応援ができないという

事で、政府もやっと過度な自粛をやめるようメッセージを発

する様になりました。後日、皆さんにご案内しますが、4月

28日が震災から49日になり、前後の4月27日と、5月4日

が連続休会日になりますので、被災地の皆さんに思いをはせ

ながら、そして今回現地に行かれた野村さんの御苦労をねぎ

らう会を開催したいと思います。是非、多くの皆さんの参加

をお願い致します。

震災に関し、物資支援のご協力依頼が来ており

ます。引き出しの上に置いておきますので、どう

かご覧ください。 次に、皆様の善意で集まりま

した義援金の報告をいたします。当クラブでは、

46万5000円の義援金が集まりました。先日の理

事会で特別会計からの補助が決議されております

ので、53万5000円を補助しまして、計100万円

を2500地区のガバナ事務所に送っております。

谷口会長

野村幹事



計算に用いる ホームクラブ

会員数 出席者
前々回　８２５回 42 ２４名 ４名 66.7%
今回　８２７回 42 １７名
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<火曜日>　芽 室 Ｒ Ｃ：めむろーど２ＦセミナーホールⅡ          　上士幌ＲＣ：川 村 会 館　　　　　　　　　　　　　　　           帯広西ＲＣ：北 海 道 ホ テ ル

　　　　　帯広東ＲＣ：帯広ワシントンホテル　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　                                   　<金曜日>　帯広北ＲＣ：ホテルノースランド帯広
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皆さんこんにちは。今日の卓話は私だけでなく、畠山ガバナ補佐にもご協力いただき

ます。 震災の関係で、私ども建築の分野の影響は、合板やサッシといった建築資材の

入りが悪くなっています。 当初の様にいつ入るかわからないという事は少なくなって

おりますが、お客様に色々ご相談をし、品質を落とさないような努力をしております。

最近は住宅エコポイントを初めとした住宅の補助制度が充実してきており、新築・

リフォーム問わずに補助金が出ます。 太陽光発電に関するものとか断熱や耐震を対象

とした補助もあります。手続きには書類が多かったり検査費用がかかったりもしますが、

私の所ではこういう状況ですからすべてサービスでさせていただいております。是非ご

相談下さい。 続きまして畠山ガバナ補佐にお願い致します。

改めましてこんにちは、ロータリー奨学会の応募が今月20日締め切りになっておりま

して、今 9件の申し込みがあります。22日に帯広北・帯広東・音更の3クラブの選考

委員会で 3名の大学生を選考致します。今までより人数は少なくなりましたが、背伸び

をしないで、できる範囲のことをやろうということで3名という結果になりました。5月

10日の3クラブ合同例会で奨学金の支給式がありますので、多くのご参加をお願いしま

す。 次にガバナ補佐としての話ですが、管内のクラブをもう一巡おじゃましようと思

っております。また、3クラブの合同植樹祭に対して他の分区での使用が少ないことか

ら、今回は46万円の補助が出る事となりました。植樹については、ここ数年40万円く

らい出ておりますので来年は少しきついかと思っております。 震災の義援金は、現時

点で2500地区では1588万7000円程集まっており、ガバナ会からそれぞれの被災地

区の県のクラブにすでに郵送されております。 私は日本環境保全協会の関係で6月に茨城の海岸線沿いのゴミの

片付けの協力をする事になっており、先日事前調査で茨城に行ってきましたが、瓦礫の山でごみの収集車が全く役

に立たない状況です。 低い所に汚水がたまっているためバキューム車が活躍します。 岩手県の一番青森寄りに、

久慈市というところがありますが、このロータリークラブから2500地区に支援物資の要請がきております。当ク

ラブは多くの義援金の協力をしたという事であまり声がかからなかったのですが、十勝管内からのマスクやお米、

ポテトチップスなどをトラックで運んだ所です。 この他、お年寄りから味噌汁用のじゃがいもが欲しいとの話が

ありましたので、費用については別途ご相談しますが、樫木さんにお願いして音更ロータリークラブの名前でじゃ

がいも100キロを送ることにしました。 また、物資の支援依頼がきましたらご協力をお願いいたします。 次に

震災の関係で電力関係について佐藤さんにお話しいただきます。

皆さんこんにちは、私からは電力会社の人間として、今北海道からどんな応援をしているのか少しお話させてい

ただきます。震災当初は停電解消のため、電源車や復旧人員の応援が行っておりましたが、今は電源車の応援と福

島地区の放射線の測定応援を行っております。 福島では外部電源がなくなったため炉を冷やす事ができなくなり

ました。 このため泊発電所では3月18日に高台に移動発電機車を配置しました。 また、とりあえずの対策とし

て、建屋の防水対策やポンプなどの予備品の配置を決めております。 福島の詳しい状況が明らかになった時点で

堤防などの本格的な対策を行う事となります。 北海道から東京へは連系線の設備容量一杯の電気を応援しており

ますが、電気の余力はありますので安心して下さい。

新世代奉仕委員会

猪子 茂昭 委員長


